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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、算数・数学科における「研究授業」の役割と機能を

「集団思考」の質に焦点を当てて明らかにすることである。そのためにわが国の「授業研究」

及び「研究授業」に関心の高い米国と、わが国の算数・数学科の授業の特長を「集団思考」と

みているオーストラリアの研究者を海外共同研究者とし、異文化の光の元で「研究授業」にお

ける「集団思考」の質にメスを入れていくことで、「研究授業」の役割と機能を「集団思考」の

質に焦点を当てて明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of study is to clarify an embedded key factor of Japanese 
model of Lesson Study focusing on roles of the progressiveness of classroom discourse at 
research lessons in mathematics.  U.S.-Australia-Japan cross cultural study has 
conducted and the analysis has revealed an actual process where a new mathematical 
concept presented and accepted through classroom discourse and also clarified some 
intended teacher’s behaviors that make whole class discussion be progressive. 
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１．研究開始当初の背景 
わが国の「授業研究」およびその中で中核

となる「研究授業」は、The Teaching Gap 
(Stigler & Hilbert, 1999) 以来、急速に海外に普
及してきているが、その質が問題となってい
る。実際、算数・数学科においては、確かに
わが国で望ましいとされる問題解決型の授
業展開となっているが、「集団思考」の場面
が形骸化し、思考が深まっていない実態が見

いだせる。そこで、本研究では、比較文化的
研究により、異文化の光の元で「研究授業」
における「集団思考」の質にメスを入れてい
くことで、「研究授業」の役割と機能を「集
団思考」の質に焦点を当てて明らかにするこ
とが必要かつ重要と考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、算数・数学科における「研
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究授業」の役割と機能を「集団思考」の質に
焦点を当てて明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 
本研究では、わが国の「授業研究」「研究

授業」に関心の高い米国と、わが国の算数・
数学科の授業の特長を「集団思考」とみてい
るオーストラリアの研究者を海外共同研究
者とし、異文化の光の元で「研究授業」にお
ける「集団思考」の質にメスを入れていくこ
とで、「研究授業」の役割と機能を「集団思
考」の質に焦点を当てて明らかにする。 

 
４．研究成果 
（1）平成 20 年度は、日豪の算数・数学科「研
究授業」を「集団思考」の様相に焦点をあて
て分析した。 
 ①日本の小学校第一学年「繰り下がりのあ
る引き算」の「研究授業」および「研究授業」
後の研究討議会のデータを収集し分析した。 
 ②豪国の小学校第一学年の算数「何番目」
の「研究授業」を収集・分析した。 
 ③日本と豪州の授業を共通の視点（発話者
とその受け手）で図化し、その特徴を考察し
た。 
 上記①②③を統合的にみて「集団思考」の
様相をとらえる枠組みの構築を試みた。その
成果を日本数学教育学会論文発表会に発表
した。 
（2）平成 21 年度は、ギリシャで行われた第
33 回 PME 国際会議において「集団思考」に
特化したリサーチフォーラムを本研究の海
外協力者（豪州）Susie Groves 氏が中心にな
って企画申請し、許可されて 2 日間に渡り研
究討議を行った。具体的には日米英豪の研究
者が Critical Perspectives on Communities of 
Mathematical Inquiry というテーマで発表し討
議した。研究の成果は「集団思考」が生起す
るメカニズムと「思考内容」の深まりをとら
える枠組みが最終的に提案されたことであ
る。発表された研究論文は Proceedings に収録
された。また、国内においては「集団思考」
の様相をとらえる枠組みの構築を引き続き
試み、その成果を日本数学教育学会論文発表
会に発表した。 
（3）平成 22 年度は、日本で行われた第５回
EARCOM 国際会議において「集団思考」の
質を決定付ける授業課題の役割について研
究発表を行った。また、小学校算数問題解決
型の授業に焦点を当て、そこでの「集団思考」
の様相を板書に焦点を当てて明らかにした。
さらに、本研究の海外協力者 Susie Groves 氏
らと連名の研究論文を執筆し、これを基に米
国 AERA においてシンポジウムを行った。具
体的には The Critical Role of Task Development 
in Lesson Study というテーマで発表し討議し
た。 

（4）平成 23 年度は、「授業研究を推進する
過程で見出された困難点」と題して、学者・
専門家交流事業『授業研究による数学及び理
科教師の教授能力向上に関する東アジア４
ヵ国国際会議』（広島大学）及び日本数学教
育学会論文発表会（上越教育大学）等におい
て研究発表を行った。中学校数学問題解決型
の授業に焦点を当て、そこでの「集団思考」
の様相を変数概念の理解に焦点を当てて明
らかにした。また、研究論文“The Critical Role 
of Task Development in Lesson Study” が
Springer 社から出版(2011)された Lesson Study 
Research and Practice in Mathematics Education: 
Learning Together に所収された。 
（5）平成 24 年度は、授業を記述するための
ソフト(Lesson Note)を継続的に開発・活用し
て「集団思考」の様相を記述し、その結果に
基づいて研究討議を行った。また、日米豪の
「研究授業」後の研究協議会の実態を観察し、
データ収集を行い、教材研究の成果がどのよ
うに組み込まれているかという視点から分
析と評価を行い、指導技術に偏重する日本の
実態を特定した。また、米豪において、「問
題解決型」授業を試行した。特に平成 24 年 5
月 3 日、4 日にシカゴにおける授業研究の実
際を見た後で、研究討議を行った。また 8 月
27 日～9 月 14 日に東京学芸大学で開催され
たアフリカ諸国を対象にした授業研究ワー
クショップにおいて、「集団思考」に関する
研究フォーラムを持ち、日米豪の研究者間で
研究討議を行った。これらを統合的にみて
「集団思考」の様相をとらえる枠組みとして
学習が個人的活動であるとする文化的鍵要
素を特定した。研究成果を日本数学教育学
会・日本教科教育学会に発表した。 
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